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(百万円未満切捨て)
１．2026年９月期の連結業績（2025年10月１日～2026年９月30日）
（１）連結経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年９月期 4,640 △50.7 361 70.6 292 － △570 －

2025年９月期 9,422 7.0 211 △69.8 △8 － △239 －
(注) 包括利益 2026年９月期 △565百万円( －％) 2025年９月期 △239百万円( －％)

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2026年９月期 △3.15 － △8.4 2.9 7.8

2025年９月期 △1.41 － △3.7 △0.1 2.2
(参考) 持分法投資損益 2026年９月期 －百万円 2025年９月期 －百万円

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2026年９月期 10,898 7,452 66.6 36.99

2025年９月期 9,237 6,376 69.0 37.49
(参考) 自己資本 2026年９月期 7,262百万円 2025年９月期 6,374百万円

（３）連結キャッシュ・フローの状況
営業活動による

キャッシュ・フロー
投資活動による

キャッシュ・フロー
財務活動による

キャッシュ・フロー
現金及び現金同等物

期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

2026年９月期 206 △1,235 1,682 2,116

2025年９月期 2,462 △1,025 △2,649 1,463

２．配当の状況

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
(連結)

純資産
配当率
(連結)第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2025年９月期 － － － 0.00 0.00 － － －

2026年９月期 － － － 0.00 0.00 － － －

2027年９月期(予想) － － － 0.00 0.00 －

３．2027年９月期の連結業績予想（2026年10月１日～2027年９月30日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり当期純
利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通 期 7,140 53.8 500 38.4 350 19.7 125 － 0.64



※ 注記事項

（１）期中における連結範囲の重要な変更 ： 有

新規 4社 (社名)

株式会社アモティ
合同会社fantasista battery2
合同会社fantasista battery3
合同会社ファンタジスタ・ペトロ・キャピタル1

、除外 －社 (社名)

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2026年９月期 196,308,851株 2025年９月期 170,042,851株

② 期末自己株式数 2026年９月期 333株 2025年９月期 283株

③ 期中平均株式数 2026年９月期 181,227,271株 2025年９月期 170,042,568株

(参考) 個別業績の概要
１．2026年９月期の個別業績（2025年10月１日～2026年９月30日）
（１）個別経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年９月期 54 △91.2 △619 － △1,207 － △995 －

2025年９月期 615 28.1 △462 － △412 － △449 －

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

円 銭 円 銭

2026年９月期 △5.49 －

2025年９月期 △2.64 －

（２）個別財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2026年９月期 7,264 7,095 96.5 35.72

2025年９月期 6,666 6,551 98.2 38.51

(参考) 自己資本 2026年９月期 7,012百万円 2025年９月期 6,548百万円

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現時点で合理的と判断する一定の前提に基づ
いており、実際の業績はさまざまな要素により異なる可能性があることをご承知おきください。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

当連結会計年度（2025年10月１日から2026年９月30日まで）におけるわが国経済は、雇用・所得環境の改善等を背

景に、景気は緩やかな回復基調で推移いたしました。一方で、物価上昇やエネルギー価格の動向、地政学的リスク及

び金融資本市場の変動に加え、金利上昇への懸念など、依然として先行き不透明な状況が続いております。

このような環境のもと、当社グループは、リアルエステート事業の収益確保に努めるとともに、クリーンエネルギ

ー事業の拡大及びヘルスケア事業における商品の拡充、加えて、新たにリユース事業への取り組みなど、収益源の多

様化に取り組んでまいりました。また、データセンター事業への参入を含め、中長期的な視点から、新たな収益源と

なる事業の検討を開始いたしました。

当連結会計年度の業績につきましては、リアルエステート事業において大型案件の引渡し時期が翌期となったこと

などから、売上高は前年同期を下回ったものの、中小型不動産の販売及び仲介業務は堅調に推移し、ホテル事業にお

いても訪日外国人需要を背景に安定した収益を確保いたしました。

利益面につきましては、不動産取引の採算性向上に加え、クリーンエネルギー事業が収益に寄与したことにより、

営業利益及び経常利益は前年同期を上回りました。

また、2026年５月に株式会社アモティを連結子会社化し、新たにリユース事業を開始いたしました。これに伴い、

当連結会計年度より報告セグメントとして「リユース事業」を追加しております。

※ 関連情報として、（５）連結財務諸表に関する注記事項（セグメント情報等）をご参照ください。

一方、ヘルスケア事業においては、健康食品・サプリメント市場の環境変化等により販売が当初計画を下回ったこ

となどから、グループ事業運営の効率化を目的として、連結子会社である株式会社ハンドレッドイヤーズの事業運営

を終了する方針を決定いたしました。これに伴い、同社が保有する原材料について評価損及び廃棄損を計上し、特別

損失（事業再編損）として処理いたしました。

以上の結果、当連結会計年度の業績は、売上高46億40百万円（前年同期比50.7％減）、営業利益３億61百万円（前

年同期比70.6％増）、経常利益２億92百万円（前年同期経常損失８百万円）となり、法人税等調整額１億12百万円

（前年同期法人税等調整額△38百万円）を加減後、親会社株主に帰属する当期純損失は５億70百万円（前年同期親会

社株主に帰属する当期純損失２億39百万円）となりました。

セグメントの業績は次のとおりであります。以下の売上高にはセグメント間の内部売上高を含んでおりません。

１） リアルエステート事業

当連結会計年度に販売を予定していた都内大型案件が、翌期にずれ込むこととなったため、売上高は前年

同期比で減少となりました。一方で、中小型不動産の販売及び仲介業務を進め、インバウンド需要を背景と

したホテル事業も堅調に推移いたしました。以上の結果、当連結会計年度の売上高は34億49百万円（前年同

期比61.9％減）、セグメント利益は７億82百万円（前年同期比10.2％増）となりました。

２） ヘルスケア事業

当事業におきましては、既存のサプリメント商品である「FAIRY FOREST ファイブアラ」の販売に加え、

男性向けサプリメント「ZINC×5-ALA」（2025年12月）、ペット向けサプリメント「ファイブアラ犬猫用」

（2026年３月）、こども向けサプリメント「ぞうさんのすまいるルテイン」（2026年７月）を新たに発売

し、商品ラインアップの拡充及び販売基盤の強化に取り組んでまいりました。以上の結果、当連結会計年度

の売上高は１億60百万円（前年同期比16.4％増）、セグメント利益は２百万円（前年同期セグメント損失１

百万円）となりました。

なお、健康食品・サプリメント市場の環境変化等による販売の伸び悩みに対する収益改善策として、グル

ープ内の機能分担の見直し及び事業推進体制の効率化を目的に、連結子会社である株式会社ハンドレッドイ

ヤーズの事業運営を終了する方針を決定いたしました。これに伴い、同社が保有する５-ＡＬＡ（５-アミノ

レブリン酸）原体につきましては処分を進めてまいります。

一方、５-ＡＬＡ（５-アミノレブリン酸）を含むサプリメント商品の開発・製造及び販売につきまして

は、連結子会社の株式会社FAIRY FORESTが引き継ぐとともに、OEM受託事業の強化にも取り組み、事業運営
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の効率化及び収益力の改善を図ってまいります。
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３） クリーンエネルギー事業

当事業におきましては、系統用蓄電池関連事業の推進に加え、「群馬太田蓄電所（fantasista gunma

PSS）」の運営を通じて電力需給調整市場での収益を計上いたしました。当連結会計年度は、売上高２億95

百万円（前年同期比25.3％増）、セグメント利益１億55百万円（前年同期比118.5％増）となりました。

なお、2025年６月30日より運転を開始しております「群馬太田蓄電所（fantasista gunma PSS）」につき

ましては、引き続き安定的な運用に努めるとともに、運用データやノウハウの蓄積を進めております。これ

らの実績を今後の事業展開に活用し、特別高圧蓄電所の建設・運営に向けた事業基盤の強化を図ってまいり

ます。

４） リユース事業

当事業におきましては、当連結会計年度より連結子会社となった株式会社アモティのリユース事業の業績

が寄与いたしました。この結果、売上高７億35百万円、セグメント利益12百万円を計上いたしました。

※ 関連情報として、（５）連結財務諸表に関する注記事項（セグメント情報等）をご参照ください。
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（２）当期の財政状態の概況

① 資産

当連結会計年度の資産合計は、前連結会計年度末に比べて16億61百万円増加し、108億98百万円となりました。

流動資産は12億62百万円増加し、87億73百万円となりました。固定資産は３億98百万円増加し、21億24百万円と

なりました。

流動資産の増加の主な要因は現金及び預金の増加７億３百万円、販売用不動産の増加４億93百万円によるもの

です。

固定資産の増加の主な要因は、建設仮勘定の増加４億45百万円、建物及び構築物の増加１億18百万円、土地の

増加１億17百万円等であります。一方、のれんは３億27百万円減少いたしました。

② 負債

当連結会計年度の負債合計は、前連結会計年度末に比べて５億85百万円増加し、34億45百万円となりました。

負債の増加の主な要因は、１年内返済予定の長期借入金の増加２億47百万円、未払法人税等の増加58百万円など

によるものです。

③ 純資産

当連結会計年度の純資産合計は、前連結会計年度末に比べて10億76百万円増加し、74億52百万円となりまし

た。純資産増加の主な要因は、新株予約権の行使による資本金及び資本剰余金の増加14億58百万円、親会社株主

に帰属する当期純損失５億70百万円の計上などによるものです。

（３）当期のキャッシュ・フローの概況

当連結会計年度における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前連結会計年度末に比べ６億53百万円増

加し、21億16百万円となりました。

当連結会計年度における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動により増加した資金は２億６百万円（前年同期24億62百万円 資金の増加）となりました。主な要因は、

税引き前当期純損失計上と法人税等の支払に加え、のれん償却費３億27百万円、棚卸資産の減少5百万円、未払金

及び未払費用の増加３億56百万円などです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動により減少した資金は12億35百万円（前年同期10億25百万円 資金の減少）となりました。主な要因は、

有形固定資産の取得による支出６億86百万円、貸付けによる支出２億90百万円、敷金及び保証金の差入による支出

１億38百万円などです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動により増加した資金は16億82百万円（前年同期26億49百万円 資金の減少）となりました。主な要因は、

新株予約権の行使による株式の発行による収入14億44百万円、短期借入れによる収入４億21百万円、短期借入金の

返済による支出２億38百万円などです。

（４）今後の見通し

国土交通省が公表した地価公示結果において全国平均の地価が上昇基調で推移するなど、当社グループの経営環境

は総じて堅調な状況が継続しております。また、訪日外国人旅行者数の増加や都市部を中心とした再開発の進展は、

不動産市場及び宿泊市場を下支えする要因になるものと考えております。

このような事業環境のもと、リアルエステート事業においては、不動産売買及び仲介業務の拡大を図るとともに、

ホテル等の宿泊事業においてインバウンド需要の取り込みを進め、収益基盤の強化に取り組んでまいります。

ヘルスケア事業においては、株式会社FAIRY FORESTを中心とした効率的な事業運営体制への再編を早急に進め、同

社を核として卸売事業等の積極的な事業展開を図るとともに、ブランド力の強化及び顧客の獲得・定着を通じて収益

性の改善を図ってまいります。

クリーンエネルギー事業においては、「群馬太田蓄電所（fantasista gunma PSS）」の運営を通じて、電力需給調

整市場及び容量市場におけるさらなる収益化を進めるとともに、蓄積した運用データやノウハウを活用し、特別高圧

蓄電所の建設・運営に向けた事業基盤の強化を図ってまいります。

なお、新たに加わった「リユース事業」においては、安定した収益体質の構築及び業容拡大に取り組んでまいりま

す。また、毎年３億27百万円の「のれん」の償却がなくなります。

以上を踏まえ、2027年９月期の連結業績予想は、連結売上高71億40百万円、連結営業利益５億円、連結経常利益３
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億50百万円、親会社株主に帰属する当期純利益１億25百万円を見込んでおります。

上記の業績予想は、現時点において入手可能な情報に基づき作成しており、実際の業績は、今後様々な要因によっ

て予想数値と異なる場合があります。
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２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社グループは、連結財務諸表の期間比較可能性及び企業間の比較可能性を考慮し、日本基準により連結財務諸表

を作成する方針であります。

なお、IFRS（国際会計基準）の適用につきましては、国内外の諸情勢を考慮の上、適切に対応してまいります。
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３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2025年９月30日)

当連結会計年度
(2026年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,784,495 2,488,272

売掛金 25,096 93,878

商品 623,563 66,012

原材料及び貯蔵品 1,190 59,358

販売用不動産 4,411,836 4,905,278

前渡金 18,458 133,049

短期貸付金 500,000 859,224

未収入金 4,563 9,922

その他 144,332 163,648

貸倒引当金 △2,011 △4,745

流動資産合計 7,511,524 8,773,898

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 163,213 281,907

機械装置及び運搬具（純額） 593,279 525,469

工具、器具及び備品（純額） 7,694 21,055

土地 244,653 362,202

リース資産（純額） 1,495 3,384

建設仮勘定 57,758 503,667

有形固定資産合計 1,068,095 1,697,687

無形固定資産

のれん 327,851 －

その他 4,978 9,307

無形固定資産合計 332,829 9,307

投資その他の資産

繰延税金資産 152,043 60,850

その他 172,844 356,628

貸倒引当金 △100 △100

投資その他の資産合計 324,788 417,379

固定資産合計 1,725,713 2,124,374

資産合計 9,237,238 10,898,272
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2025年９月30日)

当連結会計年度
(2026年９月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 569 －

短期借入金 51,000 44,000

1年内返済予定の長期借入金 1,718,445 1,965,630

未払法人税等 89,465 148,116

未払消費税等 65,073 42,589

リース債務 － 521

賞与引当金 9,007 12,083

株主優待引当金 16,229 15,847

その他 115,129 513,655

流動負債合計 2,064,918 2,742,444

固定負債

長期借入金 728,895 629,575

役員退職慰労引当金 29,625 37,525

退職給付に係る負債 830 1,425

リース債務 5,819 7,385

資産除去債務 30,183 26,917

その他 45 45

固定負債合計 795,397 702,873

負債合計 2,860,316 3,445,317

純資産の部

株主資本

資本金 6,633,604 7,363,010

資本剰余金 4,652,655 5,382,062

利益剰余金 △4,911,951 △5,482,662

自己株式 △43 △46

株主資本合計 6,374,264 7,262,364

新株予約権 2,656 83,102

非支配株主持分 － 107,488

純資産合計 6,376,921 7,452,955

負債純資産合計 9,237,238 10,898,272
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2024年10月１日
至 2025年９月30日)

当連結会計年度
(自 2025年10月１日
至 2026年９月30日)

売上高 9,422,342 4,640,959

売上原価 7,831,992 2,509,588

売上総利益 1,590,349 2,131,370

販売費及び一般管理費 1,378,659 1,770,188

営業利益 211,690 361,181

営業外収益

受取利息 8,278 14,294

受取配当金 102 251

助成金収入 － 3,640

受取賃貸料 5,880 5,880

その他 1,112 3,060

営業外収益合計 15,373 27,127

営業外費用

支払利息 235,354 87,166

その他 40 8,772

営業外費用合計 235,394 95,938

経常利益又は経常損失（△） △8,331 292,370

特別利益

固定資産売却益 1,027 －

負ののれん発生益 － 4,834

新株予約権戻入益 2,318 2,656

受取和解金 － 40,000

特別利益合計 3,345 47,491

特別損失

固定資産除売却損 － 3,500

減損損失 159,813 －

事業再編損 － 594,420

その他 10,101 －

特別損失合計 169,914 597,920

税金等調整前当期純損失（△） △174,900 △258,058

法人税、住民税及び事業税 103,177 194,965

法人税等調整額 △38,477 112,407

法人税等合計 64,699 307,372

当期純損失（△） △239,599 △565,431

非支配株主に帰属する当期純利益 － 5,280

親会社株主に帰属する当期純損失（△） △239,599 △570,711
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連結包括利益計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2024年10月１日
至 2025年９月30日)

当連結会計年度
(自 2025年10月１日
至 2026年９月30日)

当期純損失（△） △239,599 △565,431

包括利益 △239,599 △565,431

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 △239,599 △570,711

非支配株主に係る包括利益 － 5,280
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（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度(自 2024年10月１日 至 2025年９月30日)

(単位：千円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 6,633,604 4,652,655 △4,672,351 △43 6,613,864

当期変動額

新株の発行（新株予

約権の行使）
－

親会社株主に帰属す

る当期純損失（△）
△239,599 △239,599

自己株式の取得 △0 △0

新株予約権の増減 －

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

当期変動額合計 － － △239,599 △0 △239,599

当期末残高 6,633,604 4,652,655 △4,911,951 △43 6,374,264

新株予約権 非支配株主持分 純資産合計

当期首残高 2,318 － 6,616,182

当期変動額

新株の発行（新株予

約権の行使）
－

親会社株主に帰属す

る当期純損失（△）
△239,599

自己株式の取得 △0

新株予約権の増減 －

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

338 － 338

当期変動額合計 338 － △239,260

当期末残高 2,656 － 6,376,921
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当連結会計年度(自 2025年10月１日 至 2026年９月30日)

(単位：千円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 6,633,604 4,652,655 △4,911,951 △43 6,374,264

当期変動額

新株の発行（新株予

約権の行使）
729,406 729,406 1,458,813

親会社株主に帰属す

る当期純損失（△）
△570,711 △570,711

自己株式の取得 △2 △2

新株予約権の増減 －

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

当期変動額合計 729,406 729,406 △570,711 △2 888,099

当期末残高 7,363,010 5,382,062 △5,482,662 △46 7,262,364

新株予約権 非支配株主持分 純資産合計

当期首残高 2,656 － 6,376,921

当期変動額

新株の発行（新株予

約権の行使）
1,458,813

親会社株主に帰属す

る当期純損失（△）
△570,711

自己株式の取得 △2

新株予約権の増減 80,445 80,445

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

－ 107,488 107,488

当期変動額合計 80,445 107,488 1,076,033

当期末残高 83,102 107,488 7,452,955
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2024年10月１日
至 2025年９月30日)

当連結会計年度
(自 2025年10月１日
至 2026年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純損失（△） △174,900 △258,058

減価償却費 49,804 90,572

のれん償却費 327,851 327,851

新株予約権戻入益 △2,318 △2,656

減損損失 159,813 －

固定資産除却損 － 3,500

貸倒引当金の増減額（△は減少） △11,963 398

賞与引当金の増減額（△は減少） 2,984 △654

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 498 594

その他の引当金の増減額（△は減少） 5,132 7,518

受取利息及び受取配当金 △8,380 △14,546

支払利息 235,354 87,166

長期前払費用の増減額（△は増加） － 8,556

売上債権の増減額（△は増加） 525,759 △66,920

棚卸資産の増減額（△は増加） 3,532,276 5,940

未収入金の増減額（△は増加） 2,913 44,550

前渡金の増減額（△は増加） 20,763 △110,493

仕入債務の増減額（△は減少） △1,612,558 △569

未払金及び未払費用の増減額（△は減少） △311,728 356,535

未収消費税等の増減額（△は増加） 148,668 65,285

未払消費税等の増減額（△は減少） 65,073 △58,061

負ののれん発生益 － △4,834

その他 △23,522 △316

小計 2,931,521 481,358

利息及び配当金の受取額 23,999 7,844

利息の支払額 △235,748 △88,033

法人税等の支払額 △257,215 △194,986

法人税等の還付額 47 464

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,462,605 206,647
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(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2024年10月１日
至 2025年９月30日)

当連結会計年度
(自 2025年10月１日
至 2026年９月30日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △408,398 △686,287

無形固定資産の取得による支出 △90,525 △2,890

定期預金の払戻による収入 － 150

定期預金の預入による支出 △30,780 △50,923

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る収入

－ 12,162

貸付金の回収による収入 5,000 －

貸付けによる支出 △500,000 △290,000

出資金の払込による支出 － △60,186

敷金及び保証金の差入による支出 △640 △138,579

敷金及び保証金の回収による収入 671 296

その他 △1,200 △19,387

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,025,873 △1,235,644

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 1,778,000 421,000

短期借入金の返済による支出 △3,699,049 △238,638

長期借入れによる収入 338,000 94,000

長期借入金の返済による支出 △218,056 △135,497

社債の発行による収入 － －

社債の償還による支出 △850,000 －

新株予約権の発行による収入 2,656 97,286

新株予約権の行使による株式の発行による収入 － 1,444,630

その他 △566 △778

財務活動によるキャッシュ・フロー △2,649,015 1,682,002

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,212,283 653,004

現金及び現金同等物の期首残高 2,676,233 1,463,949

現金及び現金同等物の期末残高 1,463,949 2,116,954
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(会計方針の変更)

該当事項はありません。

(セグメント情報等)

１．報告セグメントの概要

（１）報告セグメントの決定方法

当社グループの報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経

営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

（２）各報告セグメントに属する製品及びサービスの種類

当社グループは、事業種別のセグメントから構成されております。

「リアルエステート事業」

不動産売買、不動産売買に関する権利調整業務、自己保有不動産の活用並びに収益の見込める物件への投資等を

行っております。なお、インバウンド需要で好調なUNDER RAILWAY HOTEL AKIHABARAをはじめとするホテル・民泊等

の宿泊事業も当該事業に含めております。

「ヘルスケア事業」

５-ＡＬＡ（５-アミノレブリン酸）を含むサプリメント商品の開発・製造及び販売を行っております。

「クリーンエネルギー事業」

主として系統用蓄電池事業（用地売買、蓄電所建設・運営による電力需給調整市場への電力供給等）の推進等を

行っております。

「リユース事業」

リユースＦＣへの加盟をベースに、多店舗展開により、ブランド品、貴金属、時計、宝飾品等のリユース品の買

取及び販売を行うとともに、リユース店舗の運営及びそれに付随するサービスを提供しております。

報告セグメントの変更等に関する事項

「リユース事業」は、当連結会計年度の2026年５月に子会社化した株式会社アモティが営む事業であり、当連結

会計年度より報告セグメントとして区分記載することといたしました。

２．報告セグメントごとの売上高、利益または損失、資産、その他の項目の金額の算定方法

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、連結財務諸表を作成するために採用される会計方針に準拠

した方法であります。

報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。

セグメント間の内部収益及び振替高は市場実勢価格に基づいております。



株式会社ｆａｎｔａｓｉｓｔａ(1783) 2026年９月期 決算短信

17

３．報告セグメントごとの売上高、利益または損失、資産、その他の項目の金額に関する情報

前連結会計年度(自 2024年10月１日 至 2025年９月30日)

（単位：千円）

報告セグメント
調整額
(千円)
(注)２

連結財務
諸表計上額
（千円）
(注)３

リアルエステー
ト事業(千円)

ヘルスケア事業
（千円）

クリーン
エネルギー

事業
(千円)

合計
（千円）

売上高

外部顧客への売上高 9,048,994 137,809 235,538 9,422,342 － 9,422,342

セグメント間の内部

売上高または振替高
－ － － － － －

計 9,048,994 137,809 235,538 9,422,342 － 9,422,342

セグメント利益
または損失(△)

709,706 △1,071 71,101 779,735 △568,045 211,690

セグメント資産 8,549,934 696,016 941,937 10,187,889 △950,651 9,237,238

その他の項目

減価償却費 9,050 897 18,030 27,978 21,825 49,804

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額 115,707 5,000 367,040 487,748 650 488,398

（注）１．セグメント利益または損失（△）の調整額は、各報告セグメントに帰属しない全社費用△521,355千円およ

びセグメント間取引消去です。全社費用は主に報告セグメントに帰属しない親会社の一般管理費でありま

す。

２．セグメント資産の調整額△950,651千円は、報告セグメントに配分していない全社資産及びセグメント間消

去等であります。全社資産の主なものは、親会社の余資運用資金（現金及び預金）等であります。

有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額650千円は、報告セグメントに帰属しない親会社の共有資

産の増加額であります。

減価償却費の調整額21,825千円は、報告セグメントに帰属しない親会社の共有資産の償却額であります。

３．セグメント利益は連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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当連結会計年度(自 2025年10月１日 至 2026年９月30日)

（単位：千円）

報告セグメント
調整額
(千円)
(注)２

連結財務
諸表計上額
（千円）
(注)３

リアルエステ
ート事業
(千円)

ヘルスケア
事業

（千円）

クリーン
エネルギー

事業
(千円)

リユース事業
（千円）

合計
（千円）

売上高

外部顧客への売上高 3,449,608 160,477 295,030 735,842 4,640,959 － 4,640,959

セグメント間の内部

売上高または振替高
－ － － － － － －

計 3,449,608 160,477 295,030 735,842 4,640,959 － 4,640,959

セグメント利益
または損失(△)

782,245 2,524 155,351 12,644 952,765 △591,583 361,181

セグメント資産 9,441,170 359,411 1,646,244 547,418 11,994,244 △1,095,971 10,898,272

その他の項目

減価償却費 12,044 1,203 69,994 4,864 88,107 2,464 90,572

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額 70,843 1,604 542,417 43,424 658,290 30,886 689,177

（注）１．セグメント利益または損失（△）の調整額は、各報告セグメントに帰属しない全社費用△591,583千円およ

びセグメント間取引消去です。全社費用は主に報告セグメントに帰属しない親会社の一般管理費でありま

す。

２．セグメント資産の調整額△1,095,971千円は、報告セグメントに配分していない全社資産及びセグメント間

消去等であります。全社資産の主なものは、親会社の余資運用資金（現金及び預金）等であります。

有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額30,886千円は、報告セグメントに帰属しない親会社の共有

資産の増加額であります。

減価償却費の調整額2,464千円は、報告セグメントに帰属しない親会社の共有資産の償却額であります。

３．セグメント利益は連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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(１株当たり情報)

前連結会計年度
(自 2024年10月１日
至 2025年９月30日)

当連結会計年度
(自 2025年10月１日
至 2026年９月30日)

１株当たり純資産額 37円49銭 36円99銭

１株当たり当期純損失（△） △1円41銭 △3円15銭

潜在株式調整後１株当たり当期純利益 － －

（注）１．前連結会計年度及び当連結会計年度の潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、１株当たり当期

純損失であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．１株当たり当期純損失の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前連結会計年度

(自 2024年10月１日
至 2025年９月30日)

当連結会計年度
(自 2025年10月１日
至 2026年９月30日)

（1）１株当たり当期純利益

（算定上の基礎）

親会社株主に帰属する当期純損失（△）（千円） △239,599 △570,711

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

親会社株主に帰属する当期純損失（△）（千円） △239,599 △570,711

普通株式の期中平均株式数(株) 170,042,568 181,227,271

（2）潜在株式調整後１株当たり当期純利益

（算定上の基礎）

親会社株主に帰属する当期純利益調整額(千円） － －

普通株式増加数（株） － －

（うち新株予約権（株）） － －

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり当
期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式の概要

（提出会社）

第８回新株予約権

新株予約権 49,200個

(普通株式 4,920,000株)

（提出会社）

第９回新株予約権

新株予約権 1,437,340個

(普通株式143,734,000株)

第10回新株予約権

新株予約権 84,400個

(普通株式 8,440,000株)
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(重要な後発事象)

該当事項はありません。


